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ては，小川 1) 2) において一部報告されているが（平成 18 〜 20年度），本稿は，平成 18年度から



























































　表 1を踏まえると，平成 16，17年度の学生は平成元年（第 6次改訂），平成 10年（第 7次改訂，
高校は平成 11年）改訂の指導要領に従い，平成 18 〜 21年度の学生は平成 10年改訂の指導要
領に従い，平成 22年以降の学生は平成 10年，平成 20年改訂の指導要領（第 8次改訂，高校は
















































































　図 1 〜 4の結果から，本学学生の性教育経験，月経知識について以下のようにまとめること
ができる．性教育受講記憶がある者は全年度で 99.5 〜 100.0%を占め，月経のしくみについて平
成 18 〜 20年度は 92.3 〜 94.0%，平成 21年度以降は 95.0 〜 100.0%の者が「知っている」「だい
たい知っている」と回答した．「知っている」と明確に自認する者は平成 18 〜 20年度では 31.4
〜 38.7％であったが，平成 21年度以降は 52.5 〜 62.7%へ増加した．基礎体温を「知っている」
と回答した者は平成 18 〜 20年度は 6.7 〜 8.2%で，平成 21年度以降は 27.8 〜 37.8％に増加した．
妊娠しやすい時期については平成 18，23年度 42.6 〜 48.8％，平成 21，22，24，25年度 34.2 〜
38.6%，平成 19，20年では 26.1 〜 29.8％の者が「知っている」「だいたい知っている」と回答し
た．さらに「知っている」「だいたい知っている」と回答した者に対し「（月経周期の図を提示し）


































する者は，平成 18 〜 20年度で 7.3 〜 11.6％だったが，平成 21年以降は 39.7 〜 48.5%に増加した．
情報源の推移をみると，全年度（平成 21年度はデーターなし）で「学校」が 86.8 〜 96.2％と最


































する 18)．図 8 〜 10の結果から，「安全なセックスとはどのようにすることなのか」について平
成 18 〜 20年度は 35.8 〜 38.8%，平成 21年度以降では 42.3 〜 48.3%が「知っている」「なんと
なく知っている」と回答していた．また，避妊や性に関し「不安がある」と回答した者は，平
























































































としている．自己判断，自己決定をすることには責任が伴うこと 20) 21) 22)を理解するには，まず
自身のからだに興味を持ち生と性について問い直す機会が必要である．過去に蓄積した学び（性
教育）を再構築するために，学生が情報源として第一に掲げた「学校」を生かす意義は大きい．
10年間の調査で，性教育に対するニーズは平成 16年度の性知識の「獲得」から，平成 19年度
の性教育に対する記憶の薄さと自身の知識不足への気づき（「再確認」），平成 25年度には既存
の性知識の「再学習」の場となったように，学生に対する性教育には時代の流れを見据えた目
的設定が必要であると考えられる．
　大学における性教育の利点は，自ら求めなくても（アクセスしなくても）授業や講義という
形で情報を提供できる点にある．性的関心がない者や友人に聞く事ができない者にとって将来
の社会生活に向けた準備教育という役目も担える．10年という長いスパンで行われた「生と性
の講演会」を通して，看護医学系大学のように医学的知見を得る機会が少ない本学学生に対し，
自身の性のあり方を再考する新鮮かつ意義ある機会を与えることが出来たと考えられる．生き
ていく上で必須である生と性についての学びは，学生支援の一環としてのみならず，自身を取
り巻く身体にまつわる知識の一つとして，将来設計を考える上で有益なキャリア教育の一環に
も成り得ると考えられる．
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